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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯電話機と、前記携帯電話機を用いた決済を受け付ける端末と、前記携帯電話機及び
前記端末による決済を管理するコンピュータとを備える決済システムであって、
　前記携帯電話機は、
　小口口座の残高を使用可能にするためのワンタイム識別子を生成するよう前記コンピュ
ータに要求する手段と、
　元口座から小口口座に振り替えられるべき所望の振替金額を入力する手段と、
　前記入力された振替金額を前記コンピュータに送信する手段と、
　前記コンピュータから送信されたワンタイム識別子及び小口口座の残高を受信する手段
と、
　前記受信されたワンタイム識別子を記憶する手段と、
　前記受信された小口口座の残高を記憶する手段と、
　前記携帯電話機内に記憶されたワンタイム識別子が有効か否かを判定する手段と、
　前記ワンタイム識別子の判定の結果、前記ワンタイム識別子が有効な場合、前記端末か
ら送信された決済金額を受信する手段と、
　前記受信された決済金額が前記携帯電話機内に記憶された小口口座の残高以内か否かを
判定する手段と、
　前記決済金額の判定の結果、前記決済金額が前記小口口座の残高以内の場合、前記受信
されたワンタイム識別子を前記端末に送信する手段と、
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　前記決済金額を前記小口口座の残高から減じることにより前記小口口座の残高を更新す
る手段とを含み、
　前記端末は、
　決済金額を前記携帯電話機に送信する手段と、
　前記携帯電話機から送信されたワンタイム識別子を受信する手段と、
　前記決済金額及び前記受信されたワンタイム識別子を前記コンピュータに送信する手段
とを含み、
　前記コンピュータは、
　小口口座の残高を記憶する手段と、
　前記携帯電話機から送信された振替金額を受信する手段と、
　前記携帯電話機からの要求に応じてワンタイム識別子を生成する手段と、
　前記受信された振替金額を元口座から小口口座へ振り替えることにより前記コンピュー
タ内に記憶された小口口座の残高を更新する手段と、
　前記生成されたワンタイム識別子及び前記更新された小口口座の残高を前記携帯電話機
に送信する手段と、
　前記端末から送信された決済金額及びワンタイム識別子を受信する手段と、
　前記受信された決済金額及びワンタイム識別子を記録する手段とを含む、決済システム
。
【請求項２】
　前記携帯電話機はさらに、
　利用者の認証に必要な識別情報を前記コンピュータに送信する手段を含む、請求項１に
記載の決済システム。
【請求項３】
　前記識別情報は利用者に固有の利用者固有情報を含む、請求項２に記載の決済システム
。
【請求項４】
　前記携帯電話機はさらに、
　前記利用者固有情報を記憶する手段を含む、請求項３に記載の決済システム。
【請求項５】
　前記利用者固有情報は前記携帯電話機の電話番号を含む、請求項３に記載の決済システ
ム。
【請求項６】
　前記利用者固有情報はパスワードをさらに含む、請求項５に記載の決済システム。
【請求項７】
　前記利用者固有情報は前記利用者に予め付与された利用者識別子を含む、請求項３に記
載の決済システム。
【請求項８】
　前記利用者固有情報はパスワードをさらに含む、請求項７に記載の決済システム。
【請求項９】
　前記識別情報は前記携帯電話機に固有の電話機固有情報をさらに含む、請求項３に記載
の決済システム。
【請求項１０】
　前記携帯電話機はさらに、
　前記電話機固有情報を記憶する手段を含む、請求項９に記載の決済システム。
【請求項１１】
　前記電話機固有情報は携帯電話機の製造番号を含む、請求項１０に記載の決済システム
。
【請求項１２】
　前記電話機固有情報は前記携帯電話機のサブスクライバ識別子を含む、請求項１０に記
載の決済システム。
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【発明の詳細な説明】
技術分野
この発明は、携帯電話機およびその携帯電話機を用いた決済方法に関し、さらに詳しくは
、インターネット上の仮想店舗や実在店舗における決済を仲介するサービスに関する。
背景技術
現在、携帯電話機を用いた種々の決済方法が提案されている。日経エレクトロニクス「携
帯で決済」第７６９号，日経ＢＰ社（２０００年５月８日）発行，１０９～１２９頁には
、ＩＣカードを搭載した携帯電話機が記載されている。この携帯電話機では、ＩＣカード
にクレジットカード番号をセキュアな状態で予め記録しておき、決済時にクレジットカー
ド番号を暗号化して送信するようにしている。また、非接触型ＩＣカード用のリーダ／ラ
イタを搭載した携帯電話機も記載されている。この携帯電話機では、プリペイドカードの
度数のような電子バリューをダウンロードし、これをリーダ／ライタにより非接触型ＩＣ
カードに無線経由で転送するようにしている。利用者はこの非接触型ＩＣカードを使って
決済を行なう。
上記ＩＣカードを搭載した携帯電話機ではクレジットカード番号を暗号化しているが、ク
レジットカード番号を送信していることに変わりはないので、インターネット上の電子商
取引では十分なセキュリティとは言えない。
一方、上記リーダ／ライタを搭載した携帯電話機では、利用者は携帯電話機とともに非接
触型ＩＣカードを持ち歩かなければならない。また、リーダ／ライタはサイズが大きく、
コストも高いなど、問題も多い。
この他、携帯電話機を用いた種々の決済方法が提案されているが、いずれも決済時に与信
照会が必要であったり、決済データの送信が必要なため、決済時に電波を飛ばす必要があ
り、電波圏外では使用することができず、また、決済に時間がかかるという問題がある。
発明の開示
この発明は、上記のような問題を解決するためになされたもので、セキュリティが高く使
い勝手のよい携帯電話機およびその携帯電話機を用いた決済方法を提供することを目的と
する。
この発明による携帯電話機を用いた決済方法は、売り主と携帯電話機の利用者たる買い主
との間の決済を仲介する方法であって、利用者の金銭を蓄積するための口座を利用者ごと
に設けたサーバコンピュータにおいて、携帯電話機から送信された金額を受信するステッ
プと、受信した金額を利用者の口座に入金してその口座の残高を更新するステップと、更
新した口座の残高を携帯電話機に送信するステップと、決済金額を受信するステップと、
受信した決済金額を口座の残高から減じるステップと、受信した決済金額を売り主に支払
うステップとを含む。ここでのサーバコンピュータは、携帯電話局（会社）、金融機関（
会社）、決済機関（会社）などに設置され得るが、その位置は特に限定されない。
一方、この発明による携帯電話機は、売り主と携帯電話機の利用者たる買い主との間の決
済に用いられる携帯電話機であって、利用者の金銭を蓄積するための口座がサーバコンピ
ュータに利用者ごとに設けられ、利用者の操作に応じて口座に入金される所望の金額を入
力する手段と、入力された金額を携帯電話局のコンピュータに送信し、サーバコンピュー
タから送信された仮想口座の残高を受信する送受信手段と、受信した口座の残高を記憶す
る手段とを備える。
この決済方法または携帯電話機によれば、利用者は携帯電話機を用いて所望の金額を携帯
電話局または携帯電話局を通じて金融機関もしくは決済機関に送信する。携帯電話局、金
融機関または決済機関は、携帯電話機から送信された金額を受信し、その金額を利用者の
口座に入金してその口座の残高を更新して携帯電話機に送信する。携帯電話機は、携帯電
話局から送信された口座の残高を受信して記憶する。したがって、利用者は携帯電話機を
財布のように使って決済を行なうことができる。ここでは、クレジット番号などを送信す
る必要がないので、セキュリティが高い。また、ＩＣカードなどを持ち歩く必要もないの
で、使い勝手がよい。
発明を実施するための最良の形態
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以下、この発明の実施の形態を図面を参照して詳しく説明する。図中同一または相当部分
には同一符号を付してその説明は繰返さない。
［第１の実施の形態］
１．サービスの概要
この発明の実施の形態は、携帯電話会社が提供する新規サービス（「お財布サービス」と
呼び、以下単に「本サービス」という）を実現するためのコンピュータシステムに関する
ものである。本サービスは、携帯電話機を財布のように使用できるようにするものである
。以下、本サービスの概要を説明する。
携帯電話機購入の際、通話料金を引落す銀行口座以外に、クレジットカード番号やキャッ
シュカード番号などを携帯電話会社に登録する。携帯電話会社は、携帯電話機の利用者ご
とに仮想口座を設ける。利用者は、決済の前に、仮想口座に前払金を入金するように、携
帯電話機を用いて携帯電話会社に要請する。携帯電話会社は、予め登録されている銀行口
座、クレジットカード番号、キャッシュカード番号などを用い、利用者に対して前払金の
請求を行なう。前払金の支払方法は、利用者が選択することができる。前払金の請求後、
携帯電話会社は、仮想口座に前払金を入金したうえで仮想口座の残高を携帯電話機に送信
する。携帯電話機は、送信された仮想口座の残高を記憶する。利用者は、この携帯電話機
を財布代わりに使ってインターネット上の仮想店舗や実在店舗で決済を行なう。店舗は、
携帯電話会社に対して請求を行なう。
２．前払金の支払方法
次に、４通りの前払金の支払方法について説明する。
２－１．通話料と併せて支払う場合
図１は、前払金を通話料と併せて支払う場合の資金移動を示す概略図である。図１に示す
ように、携帯電話会社（携帯電話局）１０には、個人情報データベース１１が設けられて
いる。個人情報データベース１１には、各利用者１２の個人情報が登録されている。具体
的には、前払金（携帯電話会社にとっては前受金）を蓄積するための仮想口座１１０が設
けられ、携帯電話機１３の電話番号の他、電子メールアドレス、パスワード、利用状況、
キーコード、口座番号、クレジットカード番号、デビットカード番号などが予め登録され
ている。
まず、利用者１２は携帯電話機１３を用いて所望の前払金額とその支払方法（ここでは「
通話料に加算」）とを携帯電話会社１０に送信する。このとき、携帯電話機１３の電話番
号も併せて送信する。
携帯電話会社１０は、送信された携帯電話番号に基づいて個人情報データベース１１を検
索し、利用者１２の仮想口座１１０の利用状況を照会する。利用者１２に問題がなければ
（利用状況が「ＯＫ」であれば）、携帯電話会社１０は送信された前払金額を仮想口座１
１０の前受残高に加算し、更新した最新の前受残高を送信する。一方、利用者１２の支払
いが滞っていたり、本サービスの利用が停止されている場合、利用状況は「ＮＧ」となっ
ている。この場合、携帯電話会社１０は携帯電話機１３を通じて本サービスを利用できな
い旨を利用者１２に通知する。
上記のように利用者１２が支払方法として「通話料に加算」を選択した場合、携帯電話会
社１０は、基本料金と通話料金の請求書１４と併せて本サービスの利用明細書１５を利用
者１２に送付する。
携帯電話会社１０は、個人情報データベース１１に登録されている口座番号に基づいて利
用者１２の取引銀行１７に利用料金の引落しを依頼する。これに応じて銀行１７は、利用
者１２の口座１６から、銀行１８に開設されている携帯電話会社１０の口座１９に資金を
振替える。
２－２．クレジットカードで支払う場合
図２は、前払金をクレジットカードで支払う場合の資金移動を示す概略図である。この場
合、図２に示すように、利用者１２は携帯電話機１３を用いて前払金額とその支払方法（
ここでは「クレジットカード」）とを携帯電話会社１０に送信する。
携帯電話会社１０は、利用者１２の利用状況に問題がなければ、予め登録されているクレ
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ジットカード番号に基づいて信販会社２０に承認を依頼する。信販会社２０は、承認でき
る場合はその旨を携帯電話会社１０に通知する。これに応じて、携帯電話会社１０は仮想
口座１１０の前受残高を更新し、その最新の前受残高を携帯電話機１３に送信する。一方
、承認できない場合は、信販会社２０はその旨を携帯電話会社１０に通知する。これに応
じて、携帯電話会社１０は前受残高を更新することなく、クレジットカードによる支払い
ができない旨を利用者１２に通知する。
支払いを承認した場合、信販会社２０は、利用者１２が所望した前払金額を携帯電話会社
１０の口座１９に振込む。次いで信販会社２０は、銀行１７に対して利用者１２の口座１
６から前払金額を引落すように依頼する。これに応じて銀行１７は、利用者１２の口座１
６から信販会社２０に資金を振替える。
２－３．デビットカードで支払う場合
図３は、前払金をデビットカードで支払う場合の資金移動を示す概略図である。この場合
、図３に示すように、利用者１２は携帯電話機１３を用いて前払金額とその決済方法（こ
こでは「デビットカード」）とを携帯電話会社１０に送信する。
携帯電話会社１０は、利用者１２の利用状況に問題がなければ、予め登録されているデビ
ットカード番号に基づいてそのデビットカードを発行した銀行１７に資金の振替えを依頼
する。振替え依頼を承認した場合、銀行１７はその振替えデータをクリアリングセンター
２１に送信するとともに、振替えの完了を携帯電話会社１０に通知する。これに応じて携
帯電話会社１０は、前受残高を更新し、その最新の前受残高を携帯電話機１３に送信する
。一方、銀行１７が振替え依頼を承認しない場合、振替えできない旨を携帯電話会社１０
に通知する。これに応じて携帯電話会社１０は、前受残高を更新することなく、デビット
カードで支払いできない旨を利用者１２に通知する。
クリアリングセンター２１は、銀行１７の他、多数の銀行から送信された振替えデータに
基づいて振替えの相殺および集計を行ない、銀行間の決済尻データを決済銀行２２に送信
する。これに応じて決済銀行２２は、銀行１７から加盟店銀行２３に資金を振替える。こ
れに応じて加盟店銀行２３は、その資金を携帯電話会社１０の口座１９に入金する。
２－４．自動引落しで支払う場合
図４は、前受金を銀行口座から自動引落しで支払う場合の資金移動を示す概略図である。
この場合、図４に示すように、利用者１２は携帯電話機１３を用いて前払金額とその支払
方法（ここでは「自動引落」）とを携帯電話会社１０に送信する。携帯電話会社１０は、
利用者１２の利用状況に問題がなければ、予め登録されている口座番号に基づいて銀行１
７に資金の引落しを依頼する。引落しが可能な場合、銀行１７はその旨を携帯電話会社１
０に通知する。これに応じて携帯電話会社１０は、前受残高を更新し、最新の前受残高を
携帯電話機１３に送信する。引落しが不可能な場合、銀行１７はその旨を携帯電話会社１
０に通知する。これに応じて携帯電話会社１０は、支払いできない旨を利用者１２に通知
する。携帯電話会社１０から引落し依頼を受けた銀行１７は直ちに、利用者１２の口座１
６から携帯電話会社１０の口座１９に資金を振替える。これとは別に、利用明細書１５は
請求書１４と併せて利用者１２に送付される。
３．決済
次に、携帯電話機１３を使って上述した前払金で決済を行なう方法について説明する。
３－１．インターネット上の仮想店舗での決済
図５は、インターネット上の仮想店舗で携帯電話機を使って決済する方法を示す概略図で
ある。図５に示すように、まず、利用者１２は携帯電話機１３またはパーソナルコンピュ
ータ４０でインターネット上の仮想店舗２４に商品やサービスを注文し、その決済方法（
ここでは「携帯電話決済」）を選択する。パーソナルコンピュータ４０を用いる場合、利
用者１２は携帯電話機１３の電話番号をパーソナルコンピュータ４０に手で入力し、イン
ターネット６０を通じて仮想店舗２４に送信する。
注文を受けた仮想店舗２４は、送信された携帯電話番号に基づいて携帯電話会社１０に決
済金額の請求を依頼する。
請求依頼を受けた携帯電話会社１０は、利用者１２の利用状況に問題があれば本サービス
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